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データベースと連携して
スケジュール登録機能を構築する

前回はスケジュール登録画面のユー

ザーインターフェイスを作成しました

（図1）。ただ、これだけでは入力データ

はどこにも反映されず、ボタンをクリ

ックしてもなにも起こらない、ただの

紙芝居にすぎません。

そこで、今回からはいよいよ具体的

なロジックの作成に入ってゆくことに

しましょう。まずは入力されたデータ

をもとに、データベースサーバーにス

ケジュール情報を登録してみることに

します。

なお本稿では、無償で公開されてい

るMSDE（Microsoft SQL Server Desk

top Engine）をデータベースサーバー

として採用することにします。
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図1：第2回までの画面イメージ

txtTitle

txtMem

btnSbm

rdoPub

cmbCtg

cmbMin
cmbHour

txtDat

rdoEvt

接続するデータベースを
指定する



142 dotNET Magazine 2004 Jan.

って、まずやっておかなければならな

いのは、ASP.NETからアクセスするた

めのテーブル（表）を用意することで

す。VS.NETでは、こうした外部のサー

バーコンポーネントを一元的に開発環

境上で操作するための手段を提供して

います。これが「サーバーエクスプロ

ーラ」の役割です。

サーバーエクスプローラを利用する

ことで、ネットワーク上にある任意の

サーバー（もちろん自分自身も）上で

提供されているサービスに対してアク

セスすることが可能になります。

Crystal Reports（レポーティングサー

ビス）、イベントログやメッセージング

キューはもちろん、データベースサー

バー（MSDE）なども、すべてVS.NET

のGUI画面上で操作できるので、これ

らのサービスにアクセスするためにい

ちいち画面を切り替える必要がありま

せん。

サーバーエクスプローラは、デフォ

ルトで画面左端に表示されていますが、

非表示状態になっている場合には、メ

ニューから［表示］-［サーバーエクス

プローラ］を選択して起動してくださ

い（図2）。サーバーエクスプローラに

は、初期状態で自分自身だけがツリー

表示されていますので、もしもネット

ワーク上の他のサーバーにアクセスし

たいという場合には、ウィンドウ上部

の［サーバーの接続］ボタンをクリッ

クします。そして、「サーバーの追加」

ダイアログからサーバー名、またはIP

アドレスを入力します。

本稿では、自分自身の環境上にセッ

トアップしたMSDE上のmasterデータ

ベースに、schedule_masterテーブルを

作成することにします。「SQL Server」

（サーバーエクスプローラ上でMSDEは

「SQL Server」と表示されます）の配下

には、現在使用可能なインスタンスが

すでに登録されているはずです。イン

スタンスについては、“データベースの

集合体のようなもの”と思っておけば

よいでしょう。もしも目的のインスタ

ンスがツリー上に存在しない場合は、

「SQL Server」を右クリックし、コンテ

キストメニューから［SQL Serverイン

スタンスの登録］を選択してください。

ダイアログが開きますので、インスタン

ス名を「VSDOTNET」と入力します。

インスタンス名をさらにドリルダウ

ンすると、利用可能なデータベースの

一覧が表示されるので、この中から

「master」を選択し、直下の「テーブル」

を右クリックします。コンテキストメ

ニューから［新しいテーブル］を選択

すると、テーブルデザイナが表示され

ます。

テーブルレイアウトは表1のように設

定してください（図3）。画面上部のグ

リッドでフィールド名やデータ型を、

下部のタブでより細部の属性情報を設

定することが可能です。

テーブルレイアウトの編集が終わっ

たら、テーブルデザイナをクローズ、

または保存します。クローズ（保存）

時にテーブル名を聞かれますので、こ

こでは「schedule_master」としておき

ましょう。

データベースに対するコマンド発行

を管理するのは、SqlCommandコント

ロールの役割です。ツールボックスか

ら「データ」タブを選択し、SqlCom

mandを前回作成したinsert.aspxのフ

ォームデザイナ上にドラッグ＆ドロッ

プします。ドロップする場所はフォー

ムデザイナ上であればどこでもかまい

ません。すると、フォームデザイナの

下部に区切り枠が作成され、SqlCom

mandコントロールはその枠内に配置さ

れます。SqlCommandに限らず、VS

.NETでは不可視な（ユーザーインター

フェイスを持たない）コントロールを

すべてこの枠内（コンポーネントトレ

イ）に格納します。SqlCommandの名

前（Nameプロパティ）は「com」とし

ておきます。
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図2：サーバーエクスプローラ
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インスタンス名は、MSDEのインスト

ール方法によって異なっている可能性が

あります。もしもインスタンス名がわか

らない場合には、同じくサーバーエクス

プローラ上の「サービス」から確認して

ください。「MSSQL$****」の「****」の

部分がインスタンス名になります。

インスタンス名

O N E P O I N T

データベースへの
接続設定




